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ブラキアリアグラス新品種育成 
（6）新品種候補「Br203」の地域適応性検定試験 

 

幸喜香織  安里直和  荷川取秀樹 
   

Ⅰ 要  約 
 
 新導入暖地型牧草ブラキアリアグラスの新品種候補について，県内での利用を目的に地域適応性検定

試験を 3 年間実施したところ，その結果は以下のとおりであった。 

１．新品種候補 Br203 の生草収量は 5547kg/a とローズグラスの 3 倍，乾物収量では 1029kg/a とローズ

グラスの 2 倍となる。流通品種 Basilisk および Kennedy より高い収量性を示す。 

２．Br203 の飼料品質は流通 Basilisk および Kennedy および流通品種と同等で高い。 

以上の結果から，Br203系統は育成されたBr系統の中でも収量特性で高く，飼料品質でも流通品種と

同等である特性を示したため，沖縄の畜産農家に寄与できると考えられた。 

 
Ⅱ 緒  言 

 
沖縄県では，新導入暖地型牧草としてブラキアリアグラス（Brachiaria spp.）を品種選定試験１～１１）

や踏圧耐性１２），草地造成法の検討１３）および干ばつ耐性等１４，１５）の利用を想定した栽培試験の知見を

蓄積し，有望草種として報告している。しかしながら，国内での流通がないことから本格的な利用は行

われていない。本センターは，県内での利用を目的に，国際農林水産業研究センター（JIRCAS）との共

同研究を行い，新品種育成を推進してきた。JIRCAS は干ばつの厳しい気象条件下で育種選抜を行い，新

品種候補系統 Br 系統を育成した１６）。本報告では，選抜された 3 系統について，本県における地域適応

性検定試験を行った。比較検討は，これまでの報告で収量・品質で良好な結果を示した「Kennedy」およ

び「Basilisk」，また海外で流通する優良品種を用いて，3 年間実施したので報告する。 

 
Ⅲ 材料および方法 

 
１．試験地および試験圃場の土壌条件 

試験地は沖縄県本島北部の沖縄県畜産研究センター内の圃場(N26°40′55.8″，E127°56′27.8″）

で，土壌は国頭マージの細粒赤色土で，礫が多い酸性土壌である。 

２．材料および方法 

供試材料は，母本品種「宮沖国 1 号」に，父本品種「Mulato」を交配した F1 後代集団からタイ国で

選抜された「Br185」，「Br203」および「Br226」の 3 系統に加え，比較品種として，B.ruziziensis「Kennedy」，

B.decumbens 「Basilisk」，および B.hybrid「Mulato」および「MulatoⅡ」の 7 品種である。供試 7 品

種を 2014 年 4 月 17 日に播種し，苗を養成後，5 月 28 日に圃場に列状に定植した。区画は 1 区面積 6 ㎡

(2m×3m)で，3 反復の乱塊法で配置した。刈取調査日を表１に示す。施肥は基肥として，N，P2O5,K2O を

それぞれ 1，1，0.6kg/a，追肥として同量を刈取り毎に施用した。収量調査は番外を除いて，1 区あたり

4 ㎡，刈取り高さ 10cm を目安に行った。生育特性として発芽率，刈取時出穂程度および草丈，収量特性

は生草収量，乾物率および乾物収量を調査した。発芽率は 5 粒/セル，合計 200 セル播種して調査した。

飼料品質は 3 年目の試料を用いて調査した。近赤外線分光１９）により，可消化養分総量（TDN），粗タン

パク含有率（CP），粗脂肪（EE），粗灰分（Ash）および可溶性無窒素物（NFE）を調査した。また，繊維

成分として中性デタージェント繊維（NDF），酸性デタージェント繊維（ADF），酸性デタージェントリグ

ニン（ADL），粗繊維（CF），細胞壁構成物質としてヘミセルロースを NDF-ADF，セルロースを ADF-ADL に

より算出した。統計処理は各形質について分散分析を行った後，品種の平均値間比較を Tukey-Kramer

の HSD 検定により行った。 
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Ⅳ 結果および考察 
 

１．生育特性 

1)発芽率 

発芽率を表 2 に示す。最も高い発芽率を示したのは，Kennedy で 74.8%，次いで Basilisk の 62.5%で

あった。Br3 系統は 21.6%から 35.1%と低かったが，試験区作成への影響はなかった。MulatoⅡは 11.6%

と最も低く，補植を行う必要があった。 

 

 

2)刈取時出穂程度 

刈取時出穂程度を表 3 に示した。Basilisk は平均 2.6 と他品種より出穂する傾向が強く，変動係数が

102.4%と高くなった。次に出穂しやすいのは Kennedy であった。Br 系統は 10 月後半に一斉に出穂し，3

月から 4 月にわずかに出穂する傾向がみられた。その他の品種でも同様の季節変動がみられた。 

 

 

 

3)草丈 

草丈を表 4 に示した。Br203 は平均 94.8cm と最も高い草丈を示し，変動係数 16.8%で，比較的安定し

た特性を示した。Basilisk は沖縄の気象条件下で気温の低い時期での生育が高く１１），本試験でも平均

89.8cm と高い値を示している。Br203 は 12 月以降の気温の低い時期に Basilisk より草丈が高く，冬の

草勢が高い傾向がみられた。ブラキアリアグラスの草丈の特性は平均 82.7cm～94.8cm と低く，変動係数

表１　刈取調査日

年度（利用） 1番草 2番草 3番草 4番草 5番草

2014（1年目） 7月30日 9月30日 11月7日 3月11日 -

2015（2年目） 5月8日 6月12日 7月17日 9月8日 10月3日

2016（3年目） 5月2日 7月1日 8月18日 10月7日 12月19日

表２　発芽率

発芽率

Br185 35.1%

Br203 34.3%

Br226 21.6%

Basilisk 62.5%

Kennedy 74.8%

Mulato 18.5%

MulatoⅡ 11.6%

表３　3年間における刈取期/回の刈取時出穂程度の品種間比較

品種系統名 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 1.4 b 1.1 84.3 1.0 6.0

Br203 1.2 b 0.7 58.7 1.0 4.0

Br226 1.1 b 0.6 49.5 1.0 4.0

Basilisk 2.6 a 2.6 102.4 1.0 9.0

Kennedy 1.6 b 1.4 87.9 1.0 8.0

Mulato 1.2 b 0.5 46.0 1.0 3.0

MulatoⅡ 1.3 b 1.1 85.5 1.0 7.0

注1）異符号間に0.01%水準で有意差あり。

注2）N=42/品種。

注3）出穂程度は1:無～9:極多の9段階評点法による評価。
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も 16.0%～22.5%と低い。このことは，冬の草勢が著しく低くなる季節変動の著しいギニアグラス２０）と

異なる。しかしながら，季節変動の特徴として，最も高くなる刈取りは 1 番草で次いで 2 番草，最も低

いのは 5 番草と 12 月以降の草勢は夏よりも劣るため，気温が 20℃を下回る時期の粗飼料の確保につい

ては今後も検討する必要があると考えられた。 

 

 

２．収量特性 

1)生草収量 

3 年間の合計生草収量を図１に示した。Br203 は 5547kg/a，ローズ比 3.0 と最も高くなった。次いで

Br226，Mulato の順となった。沖縄県での草種選定試験８，１０，１４）の中で高い収量特性であった Kennedy

および Basilisk より高い値を示した。 

 

 

 

2)乾物率 

 3 年間の乾物率を表 5 に示した。乾物率の変動係数は 12.6%から 16.7%と低く，乾物率の安定した草種

であると考えられる。乾物率は出穂特性と栄養価との関連性が高いことが報告されている２１，２２）。Br

表４　3年間における刈取期/回の草丈の品種間比較 （cm）

品種系統名 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 91.8 ab 14.6 16.0 57.5 115.0

Br203 94.8 a 16.0 16.8 49.0 119.3

Br226 92.1 ab 18.7 20.3 51.8 137.4

Basilisk 89.8 ab 15.7 17.5 55.4 118.4

Kennedy 88.8 ab 20.0 22.5 43.2 139.6

Mulato 85.6 ab 16.9 19.8 48.3 110.1

MulatoⅡ 82.7 b 16.0 19.4 45.2 110.2

注）P値=0.0221。

注2）N=42/品種。
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注1）供試材料間3年間の分散分析により0.01%水準で有意差あり。

注2）ローズグラスは参考値とする。
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系統は平均 17.8%,18.3%および 19.3%と低く，出穂しにくいため乾物率が低くなったと考えられた。

Basilisk は平均 22.3%と乾物率が高く，ブラキアリアグラス品種の中で一斉開花による乾物率の上昇に

伴う品質低下しやすい特性が示唆された。このことから，Br 系統は，晩生化によって利用期間中の出穂

を抑制し，乾物率を低くすることによって栄養価の向上させる系統であることが示唆された。しかしな

がら，乾物率の低さは品質を向上させる２３，２４）反面，採草利用のロールベール作成時に予乾等への影

響を及ぼすため，今後の栽培利用法の開発の必要性があると考えられた。 

 

 

 

3)乾物収量 

3 年間の合計乾物収量を図 1 に示した。3 年間の分散分析においてブラキアリアグラス間に有意差はみ

られなかった。しかしながら，Br203 は 1029kg/a，ローズ比 2.0 と最も高くなった。次いで，Mulato, 

Br226 の順となった。生草収量と同様に沖縄県での草種選定試験８，１０，１４）の中で高い収量特性であっ

た Kennedy および Basilisk より高く，流通品種より高い値を示した。Basilisk は低肥沃な酸性土壌へ

の抜群の適応力と収量性および過放牧での高い永続性を示すが，耐虫性に劣る１７，１８）。Kennedy は採種

性が高いため東南アジアで広く普及している品種である１７，１８）。Mulato および MulatoⅡは CIAT が育成

した交雑品種で Mulato は収量性，MulatoⅡは品質の高い品種である１７，１８）。本試験の結果では Br 系統

は流通品種より高い収量で、特に Br203 は最も有望であると考えられた。 

 

 

表５　3年間における刈取期/回の乾物率の品種間比較 （%）

品種系統名 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 19.3 bcd 3.2 16.7 12.8 28.2

Br203 18.3 cd 2.8 15.4 12.8 25.2

Br226 17.8 d 2.9 16.1 13.4 26.6

Basilisk 22.3 a 3.0 13.4 16.8 30.2

Kennedy 20.8 ab 3.0 14.4 15.8 28.0

Mulato 19.3 bcd 2.4 12.6 14.3 24.1

MulatoⅡ 20.2 bc 2.7 13.2 12.7 24.9

注1）異符号間に0.01%水準で有意差あり。

注2）N=42/品種。
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３．飼料品質 

1)栄養成分含有率 

 3 年目における栄養成分含有率を表 6 に示した。本特性では，暖地型牧草の中でも高い値を示し，品

質の高さがこれまでの報告９，１４）と同様に確認できた。そのため，どの品種・系統も優良のため品種間

差はみられなかった。CP は平均 4.8～7.1%で，最も高いのは Mulato の 7.1%であった。TDN では平均 57.9%

～63.3%と高く，最も高いのは Kennedy であった。ASH は 3.8～5.0%で，Mulato および MulatoⅡで最も高

くなった。 

季節変動は変動係数により把握することができるが，TDN は 7.2%～10.1% ，NFE は 4.3～9.2 と CP，ASH

および EE より安定した特性を示した。季節変動の特徴として，CP では 1 および 5 番草で，ASH では 1,2

および 5 番草で高い値を示した。夏の暑い時期での刈取りは TDN 以外の特性で低くなり 3 番草で最も低

くなる。安定した TDN にかかわらず，CP および ASH の変動が大きいため、適正な刈取りを考慮する必要

があると考えられた。 

 

 

2)繊維成分含有率 

 3 年目における繊維成分含有率を表 7 に示した。ADF にのみ有意差がみられ，その他の特性では有意差

はみられなかった。NDF の変動係数は 7.2%～10.3%と低く，ADF，ADL および CF より安定し，季節変動が

低いことが推察される。NDF は 60%以下が望ましい２５）とされるが，Mulato が 59.3%と最も低く，Basilisk

は 63.1%であった。ADF で最も高いのは Br203 で 33.0%であったが，目標値の 38%以下２５）を下回る結果

であった。Br203 は ADL および CF でも最も高く，繊維で変動しやすい系統であることが示唆された。NDF，

ADF および ADL の多い繊維は刈り遅れを意味し，ルーメン内で停滞するため通過速度が遅くなり乾物摂

取量を抑制する２５）。県内の暖地型牧草は出穂に伴う茎と穂の割合の増加による品質の低下が著しく県

内での自給飼料の刈遅れの原因となってきた２１）。そのため，晩生化させることにより品質を安定，向

上させる方向性に推進してきた２２，２６）。本試験による繊維成分含有率の安定性はこれまで推進してきた

育種の方向性を支持するものと考えられた。 

 

 

表６　3年目における栄養成分含有率 (%)

平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 15 4.8 2.9 60.4 1.9 10.6 60.8 4.7 7.7 53.4 68.7 4.8 2.2 45.7 2.0 7.7
Br203 15 5.1 3.0 58.7 1.5 11.2 60.7 6.1 10.1 52.1 71.2 4.3 2.1 48.4 1.2 7.6

Br226 15 6.0 3.8 62.3 1.8 13.2 61.4 4.4 7.2 54.1 68.6 4.9 2.2 45.3 1.6 9.6
Basilisk 15 5.8 2.7 46.0 2.9 11.2 57.9 5.0 8.6 51.5 68.3 3.8 1.6 42.8 0.8 5.7
Kennedy 15 6.5 3.4 52.3 2.9 13.6 63.3 5.3 8.4 55.7 72.5 4.4 2.5 57.9 0.7 8.6
Mulato 15 7.1 4.1 57.0 2.7 15.8 62.2 5.6 9.0 55.5 72.8 5.0 2.1 42.2 1.8 8.7
MulatoⅡ 15 6.6 3.3 50.3 2.6 13.6 62.4 5.5 8.8 55.4 73.5 5.0 1.6 31.3 2.3 8.3

平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 15 3.1 0.7 23.3 2.1 4.3 50.2 3.3 6.6 44.8 55.4

Br203 15 3.1 0.9 27.8 2.0 4.6 49.4 3.6 7.3 43.9 54.6

Br226 15 3.4 0.9 25.5 2.4 4.8 48.9 4.5 9.2 40.8 55.6

Basilisk 15 2.8 0.7 25.5 2.1 4.3 50.4 2.9 5.7 46.0 55.8

Kennedy 15 3.2 0.8 25.4 2.1 4.8 50.1 4.3 8.5 43.8 55.8

Mulato 15 3.6 0.7 20.6 2.7 5.0 49.5 3.3 6.6 44.3 55.1

MulatoⅡ 15 3.6 0.6 17.6 2.7 4.7 50.6 2.2 4.3 47.4 54.3

ASH

検定

数

EE NFE

検定

数

CP TDN

表７－１　3年目における繊維成分含有率 (%)

水準 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値 平均 標準偏差 変動係数 最小値 最大値

Br185 15 61.3 4.4 7.2 52.3 66.3 31.1 ab 3.6 11.6 23.3 34.8

Br203 15 62.7 5.1 8.1 52.5 68.1 33.0 a 4.1 12.4 25.0 37.5

Br226 15 60.9 5.1 8.4 50.6 65.7 30.9 ab 4.0 13.0 23.5 35.0

Basilisk 15 63.1 5.4 8.6 52.5 68.9 31.2 ab 5.0 15.9 22.5 36.4

Kennedy 15 60.4 5.3 8.8 48.9 66.3 30.1 abc 4.3 14.4 20.8 35.2

Mulato 15 59.5 6.1 10.3 47.7 66.0 26.9 bc 5.1 19.0 17.6 34.1

MulatoⅡ 15 59.3 5.2 8.8 49.6 65.3 26.0 c 4.3 16.7 18.8 32.5

注）P値=0.0002。

検定

数

NDF ADF
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3)細胞壁構成物質 

3 年目における細胞壁構成物質を表 8 に示した。NDF および ADL に有意差はないものの，ADF で有意差

がみられたため，ヘミセルロース，セルロースで有意差がみられた。ヘミセルロースで最も高いのは

MulatoⅡで 33.4%，Br203 は 29.7%と最も低くなった。変動係数は 3.5%～5.1%と安定した特性であった。

セルロースで最も高いのは Mulato で 4.7%，最も低いのは Br185 で 3.3%であった。変動係数は 12.1%～

21.1%と低くなった。生育日数が進むと茎が多くなり収量増加するが，繊維成分も増加し，飼料品質が低

下する２２）。本試験は，ブラキアリアグラスの繊維成分で季節変動なく，安定した傾向を示した。収量

性と飼料品質の安定した利用の可能性も示唆される。しかしながら，ブラキアリアグラス草地の生育日

数に伴う衰退程度も確認されており，今後の検討が必要であると考えられた。 

 

 

以上の結果から，3年間の地域適応性検定試験によりBr203系統は育成されたBr系統の中でも収量特性

で高く，飼料品質でも流通品種と同等である特性を示したため，沖縄の畜産農家に寄与できると考えら

れた。 
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